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ン バ が 食 樹 の 可能 性 が 高い . 同属 の も う 1 種 ミ き ヤ マエ グリ シャ チ ホ ュ コ は , カバ 類 の ほか ハン ノ キ 属 ヤン 
ャ ブシ に も つく . 2 種 の 形態 的 区 別 は 困難 で ある が , 本 種 の 気 門下 線 が 赤 味 を 帯び る の が 特徴 で ある . 

2) キオ ビ ゴ マダ ラ エ ダシ ャ ク ( 終 令 幼虫) 

広 食性 の 大 型 幼虫 で ある が , 明確 に 認識 され て お ら ず , ハイ イロ オオ エダ シャ ク と 混同 され て いる よ 
うら で あ る . 頭頂 が 突出 し て gzs7oz の 幼虫 に 似る . 食 樹 は Quercus 他 . 9 月 下旬 東京 高尾 山 で 採集 し た 
老 熟 幼虫 が , 負 で 越冬 , 羽化 し た . 

3) 未知 の シャ チ ホ ュ ガ 科 幼 虫 ( 終 令 ) 

本 年 8 月 下旬 , 岡山 那岐 山 山麓 の クリ の 葉 上 で , 老 熟 幼虫 を 発見 , 現在 踊 で 越冬 中 で ある . 斑紋 は , 
ホソ バシン シャチホコ ュ (Fentonia) に 似る が , 背面 に 突起 が あり , Ai の も の は 顕著 で , 角 状 に な る . 尾 脚 は 
や や 長く , 静止 の と き , 上 方 に 挙げ る . 本 種 の 予想 は , オオ ウス グロ シン シャチホコ . (Hiradonta). 

4) 未知 の イラ ガ 科 幼虫 ( 終 令 ) 

ヒサ カキ で 飼育 し , まゆ を 造っ た が , 前 中 で まゆ 内 で 死亡 , 種 名 は 不明 で ある . 円 盤 状 の 緑色 幼虫 
で , ムラ サキ イラ ガ に 似る . 大 き な 特 徴 は , A」 の 前 終 の 突出 で , その 先端 が 鋭く と が かり, 赤 味 を 淀 び 
る . その 突起 の 下 に 胸部 が 陥 入 し , さら に その 胸部 の 下 に 頭 が 隠れ る . 胸部 を 葉 に か ぶせ る よう に し て 
摂 食す る . この 幼虫 は , 久保 快 哉 氏 の 御 好 意 で 飼育 で きた も の で ある . 1 月 に 神棚 の ヒサ カキ に つい て 
いた と 思わ れる 著 令 幼 虫 を 送っ て いた だ いた が , ヒサ カキ で 順調 に 生育 し , 3 月 上 旬 老 熟 し た . 花屋 の 
ルー ト か ら 推 定 す る と 伊豆 あたり が 産地 と 思わ れる . 同じ 幼虫 が , 伊豆 大 島 で 10 月 に 採集 きれ , 食 草 
不明 の まま 標本 を 保存 し て いる . イラ ガ 科 の 幼虫 は , 日 本 産 は すべ て 解決 し て お り , 未 記録 種 と 思わ れ 
る . 秋 か ら 冬 に か け て , 常緑 の と サカキ で 幼虫 期 を 経過 する と 思わ れる . 

その ほか , 近畿 で 近年 大 発生 し て いる ヒロ ヘリ アオ イラ ガ , 東北 , 関東 , 北陸 で 近年 大 発生 の 続い て 
いる ブナ の 固有 種 プ グチ アオ シャ チ ホ ュ , ブナ 林 の 下 生 を オオ カメ ノ キ の 固有 種 キ ャ ダラ ト ガ リバ の 幼 屯 
を 紹介 し た . 

末 筑 な が ら , キテ ン エ グリ シャ チ ホ ュ の 卵 を 下さ っ た 神保 一 義 氏 , 柳田 慶 浩 氏 ヒサ カキ の イラ ガ カ 妨 中 
を 送っ て 下さ っ た 久保 快 哉 氏 に 感謝 する . 








17. 鱗 門 目 昆虫 の 蛋白 分 画 と isozyme 小池 久義 ・ 脇 一 郎 ・ 新 川 勉 (関東 ) 
紅 虫 の 種 間 , 種 内 の 変異 を 調べ る 上 で , 蛋白 分 画 な いし isozyme は 重要 な 指標 で , その 分 離 に は 支 
持 体 電気 泳動 法 お よび 高速 液 ク ロ を 用 いた 自動 法 (小池 1981) を 併用 し た . 

1) オオ ムラ サキ の 地理 的 変異 

本 種 の 色 は 一 般 に 低 緯度 地方 ほど 濃く か つ 金 属 光 沢 を 増す (小池 , 1981). 越冬 幼虫 に つい て 体液 信 
自分 画 は PAGE で 11 分 画 よ り 成り , 分 子 は 7~67 万 dalton に 分 布 し , 東日本 より も 西日本 の 個体 
群 の 方 が その 発達 が 良かっ た . な お 低地 産 は 分 画数 が 少な か っ た . 

頭巾 , 体重 に つい て は 東日本 > 西日本 で あっ た . 

2) アゲ ハチ ョ ウ 科 成虫 の 体液 彼 白 分 画 

成虫 の 体液 算 由 分 画 は 変動 が 少な く , 種 間 の 比較 の 指標 と し て 利用 で きる . 

ジャ ュ ウ アゲ ハム は 高 分 子 分 画 の 発達 が 比較 的 良かっ た が , 低 分 子 側 は 悪く 人 性差 も 顕著 で な か っ た . 
ナミ アゲ へ ハ の 場合 は この 逆 で あり , 性 差 は 量 的 な 差 と し て みとめ られ た . 

キア ゲハ は ナミ アゲ へ ハ と より 分 画数 の 多い カラ ス ア ゲハ の 中 間 的 な パタ ー ン を 示 した. 

カラ ス , ミヤ マカ ラス アゲ へ ハ は 分 画 の 発達 し た 種 で ある が , その 差 は カラ ス の 方 が より 低 分 子 分 画 の 
発達 が 良い 点 た あっ た . 

3) Pieris 属 幼虫 の 体液 重 白 分 画 

モン シロ チョ ウ , スジ グロ シン シロチョウ に つい て ゲル 等 電 点 泳動 法 を 用 いた . 後者 の 方 が 分 画 の 発達 が 
良く , と くに Ip. 7~10 の 分 画 が 顕著 で あっ た :. 

後者 に つい て は コリ ン エ ステ ラー ゼ jsozyme に つい て 組織 に 差 の ある こと を 認め , か つ そ の 反応 の 
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温度 依存 性 を ニー カメ イチ ュ ウ に つい て 調べ , その 低い こと を 確認 し た . 


18. アゲ ハチ ョ ウ 幼 虫 の 臭 角 分 泌 物 に つい て の 化学 分 類 学 的 考察 と アリ に 対す る 防御 効果 に つい て 
本 田 計 一 (関東) 
アゲ ハチ ョ ウ 科 , 4 属 12 種 の 幼虫 の 臭 角 分 泌 物 の 化学 組成 に つい て , これ まで に 詳細 な 報告 を 行っ 
た . 今回 は ウス バシ ロ チ ョ ウゥ に つい て 報告 し. これ まで の 結果 を 総合 的 に 考察 し て , 分 泌 物 成分 か ら み 
た アゲ ハチ ュ ョ ウ 科 の 類別 を 試み た . また , 各 成 分 の アリ に 対す る 防御 効果 に つい て も 調べ た . 

分 泌 物 の 特徴 か ら , アゲ ハチ ュ ョ ウ 科 は 2 つ に 大 別 さ れ , 最終 回 の 脱皮 で 成分 が 質 的 に 著しく 変化 する 
グル ー プ (へ テロ 型 ) と , 本 質 的 な 変化 の な い グ ルー プ (ホモ 型 ) と に 区 別 さ れる . 前 者 に は Papilio 
が 属し , 本 属 の 幼虫 は , 4 和 齢 以前 で は 一 般 に モノ お よび セス キテ ル ベ ペン を 分 泌 する が , 3 齢 で は 脂肪 酸 
と その エス テル を 分 泌 す る . この 中 で 有 kmelenus は や や 特異 な 組成 を 示 し , memnon は protenor と helenus 
の 両方 の 特徴 を 有 し て いた . また xauthus は 例外 的 な 組成 を 示し , 若 齢 幼虫 も や テル ペ ノ イド に 加え て 脂 
肪 酸 等 を も 分 泌 す る . な お , アゲ へ (?) x キア ゲハ ( づ ) の 雑種 幼虫 も 脂肪 酸 分 泌 能 力 を 有 し て いた 
一 方 , ホモ 型 に は Leuhdorfia (モノ テル ペン の みみ ), Atrophaneura (セス キテ ル ベ ペン の み ) , Graphium 
(脂肪 酸 と エス テル ) , お よび Parnassius (同左 ) が 含ま れる . 

次 に 2 種 の アリ を 用 いて 17 種 の 化合 物 に つき , それ ら の 蒸気 毒性 と 忌避 効果 を 調べ た 所 , 脂肪 酸 は 
強い 毒性 を 示し , 忌避 作用 も 強かっ た が , エス テル 類 は 概して 弱かっ た . モノ テル ベン は 中 程度 の 毒性 
を 示 し た が , 忌避 作用 は 顕著 で あっ た . 一 方 , セス キテ ル ペ ン は 殆 ん ど 毒 性 を 示さ ず , 忌避 効果 も 弱い 
が , カリ オフ ィ レ ン オ キサ イド に は 強い 忌避 作用 が 認め られ た . 因みに , 酢酸 , 2- メ チル 酷 酸 は Lasius 
niger に 対し て , 贅 報 行動 を 解 発し , リモ ネン は ギ酸 の 分 泌 を 引き 起こ し た . 


19. オオ ムラ サキ の 地域 間 交 雑 に つい て 伊 奈 統 (東海 ) 
オオ ムラ サキ は 地域 変異 が 著しい 蝶 で あり , 一 般 に 関東 地方 以 北 の も の は 裏面 の 黄色 味 が 濃く , 関西 
地方 以西 の も の は 白 っ ぼ いも の が 多い . 中 で も , 北海 道 お よび 九州 産 は それ ら の 特徴 が 顕著 で ある . 

と の 両者 を ハン ド ペ アリ ング 法 に よっ て 交配 し , 黄色 型 , 白色 型 の 遺伝 の 優劣 を 調べ た . 

その 結果 , F」 で は 北海 道産 x 九州 産 や も 九州 産 メ 北 海道 産 ? も 全て 裏面 が 白っぽい タイ プ に 
な る こと と が わか っ た . また F。 で , 白色 の も の 対 黄色 の も の が , ほぼ 3 : 1 の 割 で 出る こと が わか り 
白っぽい タイ プ の 方 が 黄色 の も の に 対し 優性 で ある と いう 結果 が 出 た . 

と ころ が , 愛知 県 設楽 町 産 の 白色 の も の と 黄色 の も の で , 同じ よう な 交雑 実験 を 行っ た と ころ , Fi 
は 全て 黄色 っ ぽい タイ プ の 蝶 に な り , F。 で は 黄色 の も の の 方 が , 自 色 の も の より 多く 出 た . この こと 
か ら 愛 知 県 設楽 町 産 で は , 黄色 の も の が 優性 と いう 結果 が 出 た . 

と の 2 つの 矛盾 する 結果 を , どう 解釈 し た ら よ い の か が 問題 で ある が , 現在 , 私 は 次 の よう な 仮説 を 
考え て いる . 「 白 色 型 と 黄色 型 の 優劣 が 関東 と 関西 で 逆転 する の で は な いか . 関東 に 黄色 型 , 関西 に 白 
色 型 が 多い の は , その た めで は な いか . 」 

また , 今回 の 実験 結果 か ら , 次 裏面 の 色 だ け で な く , 規 色 紋 の 有無 や , 後期 赤 斑 紋 の 有無 の 遺伝 な 
ど , いろ いろ の こと が わか っ た . これ ら に つい て は , 時 間 の 関係 も あり , 別 の 機会 に 発表 し た いと 思っ 
て いる . 

な お 北海 道産 づ メ 九州 産 や F」 で 出 た さ 型 の や を スラ イド で 紹介 する . 





20. 気 乾 法 に よる 鱗 超 類 染色 体 に つい て 川副 昭 人 (近畿) 
従来 鱗 超 類 の 染色 体 は 主 と し て 生殖 細胞 を 材料 と する パラ フィ ン 切 片 法 また は 押し 潰し 法 に よっ て 研 
究 さ れ て きた . 演者 は 1981 年 春 以 来 峨 類 を 中 心 に , 初期 腔 を 用 いる 気 乾 法 (前 木 , 1981) に ょ っ て 鱗 
炊 類 染色 体 の 核 型 分 析 に 取り 組ん で いる が , 現在 まで に 観察 し 得 た 計 221 種 の 上 賊 お よび 若干 種 の 虹 エ の 染 
色 体 に つい て , 知り 得 た 概要 を 報告 し た . 
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